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1. はじめに



『日本国語大辞典第２版』（全１３巻）

（５０万語１００万用例、２０００〜２００１）



















2. 辞書史における『
大日本国語辞典』



大槻文彦
松井簡治



〔「冨山房と辞書出版」〔『富山房五十年』（1936）〕〕

— 「大言海」の大槻博士は、生前私の顔を見ると、「君と一夕
辞書編纂の苦心談をゆっくりして見たい。この苦心は辞書編纂の
経験のない者には解らない。君の国語辞典の語句の出典は感服だ
。僕は語源を主にしたいと思って居る」といはれたが、種々の支
障で十分に苦心談を交はす機会会を得なかった事は今でも非常に

遺憾に思って居る。



諸橋轍次

『大漢和辞典』扉

『日本国語大辞典』（初版）扉



『漢字漢語談義』大漢和辞典編纂雑話1961.10-大漢和月報をまとめたもの

諸橋「大槻博士の言海が最初に出て世を驚かせ、次いで落合博
士の言泉が出て、その後松井博士の大日本国語辞典が出て、国
語辞典界は正に百花繚乱の美を競いました。当時、私は高等師
範に勤めていましたが、或る日食堂で松井簡治先生にお逢いし
た時、先生は何かの話の序に「国語辞典にはどうやら一通りの
辞書は出来たが、漢和の方はさっぱり出来て居らない。その癖
ことばの数から言っても漢語の方は多い筈だし、必要からいっ
ても日本人に取っては無くてならないものと思われるが。漢学
者にはそれをやろうという人はないものかね」としみじみいわ
れました。別に私に勧められた訳でもなし、また私もその時、
別にやる気はなかったのですが、さて後日この大漢和辞典を編
纂することになってからは、時々先生の此の言葉が耳の底に響
いて来て、それが刺激ともなり激励ともなりました。師弟の関
係は妙なものです」



ジェームズ・マレーと「写字室」 松井簡治と「新書斎」



〔『國學院雜誌』昭和二年一月号「辞書と歴史研究」〕

私が辞書を編纂しますのに、一番初めにどの位一体国語の
言葉があるか知ら、昔の書物等に見えた言葉がどの位ある
か知らんと云ふ事からして、此言葉の索引を拵へました、
古事記とか、万葉とか書紀とか、…或は源氏とか枕の草紙
とか、…軍記、其他お伽草紙とか狂言とか、近松とか西鶴
とか〈略〉言葉をさう云ふ風にして拾ひましたらば、四十
万ばかりになりました、さて自分で勘定して見ますると百
年で三万六千五百日であるから、四十万ではやりやうがな
い。是はもう少しつづめやう、二十万位にしやう、斯う云
ふ考を以ちまして約三、二十万ばかりの間と思ひまして、
一年を三百日、六十五日は休むものとしまして、三百日と
見ますと二十年で六千日になる。六千日で約二十万語やり
ますと一日は三十三位になります、それ位ならば何とかで
きませう。



〔K.M.エリザベス・マレー著・加藤知己訳『ことばへの情熱』三省堂、1980〕
《Caught in the Web of Words:James Murray and the Oxford English Dictionary/Yale University Press/1977》

また、校正の段階になって、予定の紙面に納めるために、用
例と語義解説中の余分な語を削らなければならなくなったが
、校正刷が続々入って来る時期に、これがまた新しい遅延の
原因となった。仕事と所要時間に関するジェイムズの予測は
、大外れであった。一八八二年二月に彼はハクス・ギブズに
告げた。「一日三十三語仕上げるのは極めて困難です。
Approve（訳註。是認する）のようなたった一語ですら⋯⋯
四分の三日かかることがしばしばです。」それでも、十六年
間に大辞典を完成するには、これ以上の仕事をする必要があ
った。校正を毎日しなければならなかった頃、彼は校正に最
少六時間かけていて、新しい単語の原稿書きに三時間しか残
っていないのに気付いた。仕事は全く絶望的に思えだして来
たのだった。



3『大日本国語辞典』から『
日本国語大辞典』へ













——おくればせながら、わが社もすでに数年前より辞典戦線に加わり、先に進水していった駆逐艦・巡洋艦（新選系列の辞典、『例解学習国語辞典』ほか〉が、予期以上の成果をあげつつあることはよろこばしいかぎり
である。
十年ほど前、砲艦のたぐい（『学習新辞典』『学習国語新辞典』が、はじめてこの戦列に参加したころから見れば隔世の感がある。
そして、今やわが社はその戦線を拡大、戦艦陸奥、長門、空母鳳翔、赤城（『国語中辞典』『古語中辞典』『漢和中辞典』『英独和中辞典』ほか）に合わせて超弩級戦艦武蔵、大和（『大日本国語辞典』『古典文学全集
』）の建造にも着手した。

出版第一課編集長・鈴木昌夫
〔社史『小学館の８０年 1922-2002』〕



『日本国語大辞典』初版 全20巻

（１９７２−７６）



『日本国語大辞典』（初版）完結編集委員会（1976.02.17）



4. 初版から『日本国語大辞典
第２版』へ



飯田橋駅東口

飯田橋尚学ビル





尚学図書の社員旅行@富士山五号目（1986）









5.『日本国語大辞典第二版』
改訂作業の工程。
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常時パソコンを参照しながらのゲラ調整風景〔「男の隠れ家」１９９９年３月号〕



『日本国語大辞典第二版』完結編集委員会（2002.01.24）



『日本国語大辞典第２版』（全１３巻）
（５０万語１００万用例、２０００〜２００１）



6. 第３版への期待



『精選版日本国語大辞典』（全３巻）

（３０万語３０万用例、２００５）











ルビンの壺



『日本国語大辞典』
第三版の改訂

小学館辞書編集室 坂倉基

52



今日までの第三版

53



第三版 今日までの道のり

2022年内 編集部内の意見調整

2023年内 初版と第二版の記録を調査

2023年11月 素案（編集要諦）の作成を開始

2023年12月 取締役へのプレゼンテーション

2024年1月 社長へのプレゼンテーション

2024年2月 社内各所に説明し、体制を整える

2024年3月 松井栄一先生のお墓参り

2024年4月 金水先生、近藤先生に委員就任を打診

2024年5月 国会図書館訪問

2024年6月 第0回編集委員会議

2024年7月 新企画発表会、ウェブサイト公開

2024年11月 国語研究所訪問

2024年12月 第1回編集委員会議

社内承認のステップ

第二版刊行後、編集部内で、
長年の検討課題だった

この頃、社内で何度も何度も検討の会議を開く

株式会社kotoba設立

システム開発やデータ仕様の検討などもスタート

「待っていた」の声、社内から多数

54

社内に残されていた資料やデータの調査、
OBほか関係者への聞き取り、印刷所への取
材、利用状況の把握、etc

デジタルコレクション等の取材

外部関係者（先生方など）との定例会議スタート

コーパス等の取材

編集委員6名で初の会議



株式会社kotobaについて

● 小学館の関係会社

● 2022年設立

● 辞書専門の編集会社

● 他社の仕事も受注

● 現在の所属は6名

公式ウェブサイトはこちら

https://kotoba-
jisho.shogakukan.co.jp/
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『日本国語大辞典』の特徴と
改訂の課題

56



『日本国語大辞典』の特徴

⚫用例主義
極力広い分野から多数の用例を採集し、それを元に立項、説明する

⚫とても大きく、多い
見出し語数50万、用例数100万、全13巻+別巻
関係者も多い。第二版では800名以上

⚫古語から現代語まで
上代から現代まであらゆる文字資料を対象とする

⚫付属要素(各欄)の充実
補注のほか語誌やアクセント、方言などの要素が豊富
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編集作業の複雑化。
かつてより先生方も
多忙になり、働き方
改革もあった。

課題①

課題②



用例主義の継承と発展

「大日本国語辞典」に倣って、「日本国語大辞
典」でも用例主義を採用。膨大な資料から用例
を採集し、立項と語釈執筆を行った。

初版、第二版と同じく、第三版でも継承。

（
中
略
）

（
後
略
）
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一般的な国語辞典

日本国語大辞典

…基本的には作例を掲出。実例はないか、少数。

…基本的には必ず実例を掲出する。

⚫古典資料の再検討

⚫近現代資料の検討

⚫遺されたカード

膨大な用例を
どのように採集、管理するか



編集委員会－部会制
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編集委員会

部会 部会 部会 部会 部会

分科会

分科会

分科会 分科会

分科会

校正校閲・出典検討チーム

改訂方針の決定や、人
員の調整などを行う。

分野ごとに用例や語彙
の採集、付属要素の増
補修正などを担う。

校正作業や原稿の整
理、用例の原典確認な
どを行う。

執筆チーム

用例にしたがって立項、
および既存の語釈を増
補修正する。



デジタルトランスフォーメーション

⚫デジタル版の優先
2032年にジャパンナレッジ版公開を目指す

⚫編集支援システムの構築
第二版をデータベース化。用例、出典書誌などをサブDBとして連携
複数人がインターネットを経由して作業可能に

⚫作業環境のクラウド化
いわゆる“DX”。遠隔地の先生やスタッフでも作業できるように

⚫AIの活用
総ルビ、語義に応じた用例の分類、その他さまざまなシーンで活用
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編集支援システムの構築

61

本文DB
管理・検索

編集
（構造＝要素設定、
入力/入力補助）

XML
（インポート）
（新/再投入） XML

（エクスポート）

その他の形式での
エクスポート

組版？ サブDB
：外字

サブDB
：マルチメディア

CES
Contents Edit System

サブDB
：用例語彙

サブDB
：出典書誌

サブDB
：？？



デジタル版ならこんなことができる(かも)

● 外部の情報資源にリンク

● 立項や修正のタイムスタンプ

● 大量の用例を掲載できる

● アクセシビリティ向上 → 総ルビなど

● マルチメディア情報の付加
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念のため申し添えると…

63

⚫ 第二版でもデータを活用した編
集作業が行われていた。

⚫ 路線継承しつつ、言語資源を活
用し、より徹底した用例主義へ。

「
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
の

刊
行
が
十
一
月
か
ら
始
ま
る
。
五
十
万

項
目
、
百
万
用
例
の
大
辞
典
。
初
版
企

画
か
ら
四
十
年
、
三
千
人
の
専
門
家
が

協
力
、
最
新
技
術
も
駆
使
さ
れ
た
」

読
売
新
聞
「
よ
み
う
り
寸
評
」

（
二
〇
〇
〇
年
九
月
四
日
付
夕
刊
）



国語研究所との連携

64

https://clrd.ninjal.ac.jp/ より

⚫ 全面的な協力関係のも
とで「日本国語大辞
典」改訂を推進。

⚫ コーパスからの用例採
集、新規立項の候補語
選定へのデータ提供な
どを実施。

⚫ UniDicの活用。

https://clrd.ninjal.ac.jp/


スケジュールと段階的公開

65



マイルストーン

1

システム開発および

データ制作に着手。

周辺情報をリサーチ。

国語研究所など各種

機関との連携を摸索

2

編集委員会を組織し、

改訂方針を決定。

編集作業マニュアル

と執筆校正要項を策

定。

3

完成したシステムと

データを使用して編

集校正作業に着手。

2027年にはバージョ

ン2.1を公開予定。

4

小学館110周年、日

国60周年に合わせ、

「JapanKnowledge

」上で第三版（デジ

タル版）を公開。

5

書籍版を刊行する場

合は、2034年からの

発売を予定する。

次版以後の改訂の体

制をととのえる。

環境構築(30％) 編集･校正作業(70％)

2024 2025 2026 2032 2034
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段階的公開について

• デジタル版の特性を活かし、第三版にいたるまで段階的に公開。
• 2032年まで待つことなく、数年ごとに新しい日国を体験できる。

日本国語
大辞典
第二版

日本国語
大辞典
第三版

2.1を公開
（2027予定）

2.2を公開

2.3を公開…

2032

2024
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辞書に刊行はあれど完成はない。
昨日よりも今日、今日よりも明日。
ひとつでも多くの用例を見つけ出
し、 情報を付け加えたい。

松井栄一
『日本人の知らない 日本一の国語辞典』(小学館新書 2014)

「次の三版がどのような形でいつの出版になるかはわからない。
しかし、日国の歴史はたゆみなく続いていく」
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